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活性酸素で酸化されるタンパク質を測定し
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■酸化ストレス評価は でした。
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■現在の生活習慣を見直す努力が求められます。

では

■酸化ストレスはやや高いレベルです。

■現在のあなたの酸化ストレスレベルは

測定結果と酸化ストレス評価

評価コメント

酸化ストレス検査報告

評価B

評価B
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プロトキー®酸化ストレス検査キットを使用して、体内の活性酸素量によって変動

するタンパク質の酸化を測定します。測定値から体内の酸化ストレスレベルを算出

し、A、Ｂ、Ｃの３段階で評価します。

評価C

評価B

評価Ａ

酸化ストレス検査について

酸化ストレスは標準的なレベルで

す。現在の生活習慣を継続するこ

とをお勧めします。

酸化ストレスはやや高いレベルで

す。現在の生活習慣を見直す努力

が求められます。

酸化ストレスは高いレベルです。こ

のままの状態が続くと様々な病気

を引き起こす恐れがあります。酸化

ストレスを下げる努力が必要です。

酸化ストレスの上昇により増加するシステイン化トランスサイレチン（CysTTR）に着目し、

トリプシン消化後の血清検体から選択反応モニタリング法により検出されたトランスサイレチ

ン（TTR）全量に対するCysTTR（酸化体）の割合から血中の酸化レベルを測定する方法を発

見しました。

測定するバイオマーカー

酸化ストレス

レベル(%)

0
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酸化ストレスと健康

体内で酸素が利用される過程で生じる生体にとって有害な作用を「酸化ストレス」

といいます。酸化ストレスはさまざまな病気の原因であり、また結果でもあり、病

気の治療と予防の両面で1970年代後半から世界的に研究が進展してきました。

酸化ストレスが高まると、わたしたちの体内では病気になるリスクが増大します。

この時、血管を流れるCysTTRの割合が増加します。つまりCysTTRは病気になる

リスクを測る優れたバロメータといえます。

下の図をご覧下さい。CysTTR検査の数値（酸化ストレスレベル）と時間経過の関

係を示しています。CysTTRが高い方は、病気になるリスクが高い状態にあります

ので、しっかり酸化ストレス対策を実施して病気のリスクを低減しましょう。
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（弊社ウェブサイトのお問い合わせメールをご利用ください）

株式会社プロトセラ　衛生検査所 　　（http://www.protosera.co.jp/）
大阪市淀川区西中島4丁目3番22号　新大阪長谷ビル3F  　　プロトキー疾患リスク検査係

質量分析計を用いた選択反応モニタリング

（Selected Reaction Monitoring︔SRM）法

で測定します。被測定ペプチドと、同じアミ

ノ酸配列を持った質量数の異なる安定同位体

分子を内部標準品として血液に添加した後に

SRMを実施し、内部標準品の濃度から被測定

ペプチドの濃度を求めます。世界初の検査法

で、これまでの免疫化学法と違い、抗体を使

わずに、一回で数十種類のペプチドを同時に

測定できます。
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